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この植物はメキシコ
西部に野生する大型
低木です。表紙の写
真は1975年、中南米
の探査に出かけた折、
首都メキシコシティか
ら700キロほど離れた
太平洋沿岸のナヤリ
ット州で撮影した野生
ポインセチアです。赤
い苞が出ているので
すぐ分かります。
ここは海岸に近い

所の静かな樹林地帯
で、海抜200～500メ

ートル、北緯22度ぐらいの赤道に近い場所です。メキシコ
のサボテンの生える砂漠地帯とはまったく環境の違う穏や
かな感じがする所でした。回りにはキバナコスモスやショ
ウジョウソウが見られます。
ただポインセチアはこの辺やメキシコ全体のいたる所に

生えているのではなく、この地帯の丘の傾斜地に点 と々生
えているだけでした。ただし文献にはグアテマラなど中米
および南米にも分布するとあります。
メキシコは日本の5倍もある国なのでサボテン、ダリア、コ
スモスなどのこの国の特産植物でも簡単に見ることはむず

かしいものです。ポインセチアもそうで、長く滞在しても他所
では見られませんでした。
このような場所に生えている植物のためかポインセチア
はアメリカやヨーロッパに紹介されるのが遅かったようです。
欧米への紹介は植物好きなジョエル・ロバーツ・ポインセッ
ト氏が1825年にメキシコ駐米大使に着任されてからとのこ
とです。
この野生ポインセチアは現在では栽培されていない苞

が細く長いものです。私が園芸学部の学生のころには学
部の温室に同じように高く伸びた細葉のポインセチアが
ありました。
現在栽培されている品種は1920年ごろからポール・エッ

ケ氏によって育種されたものです。
写真が古く変色していて表紙写真にはまずいことは重々

承知ですが、ポインセチアの野生を見るチャンスはなかな
かないものなので、あえて表紙にすることにいたしました。
有毒植物ではないので土地の人は古くから医薬として使

っていたようです。
Introduction and Horticultural Exploitation of Tropical

America-native plants. 1-3号（千葉大学園芸学部）. Iizuka,
M.,M.Yokoi, M. Mii & J. Watanabeら. 1976, 1980, 1984.

A表紙解説

ポインセチア
（学名：Euphorbia pulcherrima）
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